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我が国では高齢化が急速に進んでおり，高齢者が自立した生活を維持するためにも，高齢者の身体機能

ごとの生活の問題点を明らかにし，求められる対策を考えていくことが求められる．  
そこで本研究では，岡山県井原市を対象としたアンケート調査から，高齢者の運動機能別の特徴を把握

し，外出行動の不便状況に与える影響の大きさについて明らかにした．その結果，基本チェックリストの

運動器に関する項目を尋ねることで，外出の不便状況を判断できる可能性があることを示した． 
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1. はじめに 
 
我が国では高齢化が急速に進んできており，人口問題

研究所によると，2060年には2.5人に1人が高齢者になる

と推計されている1)．高齢化が進行する最中で，高齢者

を取り巻く生活環境においては，様々な課題が生じてい

る．例えば高齢者自身から生じる問題として，足腰の衰

えなどといった身体機能の低下が挙げられる．また一方

で，生活インフラが弱体化している地域が増加しており，

食料品などが入手しにくい買い物弱者は高齢者を中心に

全国で約600万人に上ると推計されている2)．このような

状況から，高齢者が安心して日常生活を営むことのでき

る環境をつくっていくことが課題となっている． 
今後，高齢者が自立した生活を維持するためにも，高

齢者の身体機能ごとの生活の問題点を明らかにし，求め

られる対策を考えていくことが求められる．  
生活機能の状況を把握する一つの指標に基本チェック

リストが挙げられる．最近では，谷本が高齢者の機能的

健康の維持という観点から，移動手段が基本チェックリ

スト内で扱われている行動の状態に及ぼす影響を把握す

る研究3)を行っている．高齢者の身体機能を測る指標に

は他にも，老研式活動能力指標等があるが，基本チェッ

クリストはスクリーニングの妥当性や有効性についての

研究4) 5)が医学系で多数存在しており，土木計画学の分野

においても，高齢者の健康状態の判断材料の一つとして

注目されることが期待される． 

しかし，具体的にどのような身体状況の人が，どのよ

うな特徴を有しているのか，外出行動に対する影響はど

うなっているのかについての研究は十分に行われてはい

ない． 
そこで本研究では，基本チェックリストの使用の仕方

についての基礎的な知見を得るため，高齢者の運動機能

別の特徴を把握し，外出行動の不便状況に与える影響の

大きさについて明らかにすることを目的とする． 
 
 

2. 分析対象地域と分析データ 
 

(1) 分析対象地域とアンケート調査概要 
本研究では，岡山県井原市を対象にアンケート調査を

実施している．分析対象地域を図-1に，アンケート調査

の概要を表-1にその概要を示す． 
分析対象地域である井原市は，特に北西の山間部で

50％を超える地域が多く分布している．また，商業施設

や医療機関は主に中心部に集積しており，高齢化が進展

している中山間部にはほとんど立地していないのが特徴

として挙げられる． 
本調査は井原市役所と共同で実施している．井原市役

所と共同で実施した2011年度のアンケート調査において

「継続調査に協力してもよい」と回答された方のうち，

住所を記入していただけた478名及び，井原市役所に無

作為に抽出していただいた2,022名を対象に郵送配布し
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ている．無記入回答や宛名不明などの返信部数を併せた

30部を除くと，配布票数は2,470部，回収票は1,131部，

回収率は45.8％となった．このうち，基本チェックリス

トの対象である65歳以上の高齢者540人をサンプルとし

て分析を行った． 
 

(2) 基本チェックリスト 
我が国では，介護予防事業として要介護・要支援とな

る可能性のある二次介護予防者を早期に発見し対応する

ために，65歳以上の者を対象に生活機能をチェックする

ものとして基本チェックリストが用いられている6)． 
基本チェックリストは，手段的日常生活動作能力5項

目，運動器の機能向上5項目，栄養改善2項目，口腔機能

の向上3項目，閉じこもり予防・支援2項目，認知症予

防・支援3項目，うつの予防・支援5項目の計25項目から

構成される．各自治体では，スクリーニング後，各項目

の該当者に応じたプログラムを提供しており，特に「運

動器の機能向上」の項目へ該当者数は最も多いことが報

告されている7)． 
本研究では，高齢者の運動機能別の特徴を把握するた

め，アンケート調査内で基本チェックリストの運動器の

機能向上5項目を尋ねている． 
 
 
3. 運動機能別の特徴把握 

 
(1) 基本チェックリスト項目の該当割合 
アンケートで実施したチェックリスト項目別（運動器

に関するもの）の該当割合を図-2に示す．図-2より，転

倒に不安を感じている人が5割を超えていることが分か

る．次に手すりや壁をつたって階段を昇っている人が多

く，段差が負担となっている人が多いことが分かる． 
次節以降では，チェックリストの該当結果によって個

人を類型化し，分析を行っていく． 

 

(2) チェックリスト該当結果による個人の類型化  
本節では，基本チェックリストの該当している項目に

よって個人を類型化するため，各項目に該当する場合を

1点，該当しない場合を0点として点数を与え，クラスタ

ー分析を行った．クラスターの階層化はWard法，グル

ープ間の距離は平方ユークリッド距離を用い，サンプル

を3つのクラスターに類型化した．クラスター別の基本

チェックリスト項目の平均点を表-2に示す． 

 
図-1 分析対象地域の高齢化率及び施設 

表-2より，運動機能に問題のない層，足腰の弱い層，

階段などの段差に対して弱い層の3つのクラスターが構

成された． 
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表-1 アンケート調査概要  

図-2  チェックリスト項目別の該当割合（複数回答） 
調査名

井原市の公共交通及び持続可能性を
考えるためのアンケート調査

調査対象地域 岡山県井原市全域

配布・回収方法 無作為抽出後、郵送配布・郵送回収

調査時期 2012年12月
配布票数 2,470部

有効サンプル数 1,131部
回収率 45.8%

主な調査項目

●普段の生活行動(掃除・洗濯・食事)
●日常の通院・買物行動
●公共交通の利用と評価
●移動販売・在宅医療などの利用状況
●基本チェックリスト（運動器）
●個人属性

表-2 クラスター別の基本チェックリスト項目平均点 
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(3) クラスター別の特徴の把握 
本節では，前節で構成された各クラスターの特徴を把

握するため，性別，年齢，職業，世帯構成，免許証の保

有状況，自動車の使い方，外出頻度，健康状態の意識，

歩行可能距離についてクラスターごとに集計を行った．

その結果を表-3，図-4～6に示す．併せて独立性の検定

を行った結果と，有意な差が見られたものについては残

差分析の結果も示している．これらの結果から，以下各

クラスターの特徴について述べる． 

これらより，まず運動機能に問題のない層は，男性の

割合が有意に高く，年齢については65-74歳の前期高齢

者の割合が有意に高い．また会社員等の働いている割合

が有意に高い一方で，無職の割合が有意に低いことが示

された．免許を持っている割合も高いため，自動車が使

える割合も高くなっている傾向にある．運動機能に問題

がないため，他のクラスターと比べて週3日以上外出し

ている割合が有意に高く，健康状態も良いと思っており，

501m以上歩けるという割合が高くなっている． 
次に，足腰の弱い層は，統計的に有意な差は見られて

いないものの，性別については女性の割合が多くなって

いる．年齢については，75歳以上の後期高齢者の割合が

有意に高い．職業については，会社員等は割合が有意に

低く，無職の割合が有意に高い．他のクラスターと比べ

て免許のない割合が有意に低く，自動車も送迎で使用・

使えないという割合が有意に高くなっている．外出頻度

については週3日未満の割合が有意に高く，健康状態を

悪いと思っている割合も高い．歩行可能距離は，500m
以下の割合が有意に高くなっており，他のクラスターと

比べて弱っている層と考えられる． 
最後に，段差に対して弱い層は，足腰の弱い層と同様

に，性別については統計的に有意な差は見られていない

ものの，女性の割合が多くなっている．年齢についても

足腰の弱い層と同様に，75歳以上の後期高齢者の割合が

有意に高い．職業，世帯構成については統計的に有意な

差は見られなかった．免許については免許のない割合が

有意に高いが，自動車の使い方については統計的に有意

な差が見られなかった．また，外出日数，健康状態，歩

行可能距離についても他のクラスターと比べて統計的に

有意な差は見られなかった．  

表-3  クラスター別の個人属性 

：5%有意ボールド：1%有意クロス集計の残差分析

独立性の検定 **1%有意 *5%有意

運動機能

問題なし
(N=265)

段差(弱)
(N=110)

足腰(弱)
(N=131)

P値

男性 56.8% 42.7% 43.8%

女性 43.2% 57.3% 56.2%
65-74歳 68.3% 40.9% 28.2%
75歳以上 31.7% 59.1% 71.8%

会社員等 8.2% 2.9% 0.8%
自営業 22.0% 23.5% 19.7%
主夫・主婦 13.7% 7.8% 7.9%

無職 56.1% 65.7% 71.7%

一人暮らし 11.2% 11.5% 12.4%
子供と同居 39.5% 40.4% 57.5%

夫婦二人暮らし 49.4% 48.1% 30.1%

免許あり 86.0% 64.4% 52.4%

免許なし 14.0% 35.6% 47.6%

自由に使える 83.5% 64.9% 51.4%
送迎で使用 11.9% 24.7% 30.8%

使えない 4.7% 10.3% 17.8%

自動車の

使い方
0.0000**

性別 0.0102*

年齢 0.0000**

免許証 0.0000**

職業 0.0060**

世帯構成 0.0113*
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図-5  クラスター別の健康状態の意識 
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図-4  クラスター別の外出頻度 図-6  クラスター別の歩行可能距離 
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4. 買物の不便状況に影響を及ぼす要因分析 

-1 -0.5 0 0.5 1 1.5 2

65-74歳(152)

75歳以上(137)

使える車あり(220)

送迎で使用(47)

使えない(22)

15分以内(192)

16-30分(84)

31分以上(13)

501m以上(230)

500-301m(19)

300m以内(40)

運動機能問題なし(162)

段差（弱）(65)

足腰（弱）(62)

自動車の
使い方

年齢

店舗までの
時間

運動機能

歩行可能
距離

0.33

2.29

1.20

0.99

0.55

不便である不便ではない

不便ではない 不便である
-0.2473 0.8521軸の重心

N=289　相関比：0.2114　的中率：77.9%

アイテムレンジ 
本章では，外出行動の中でも日常的に行っている買物

の不便状況に影響を及ぼす要因を把握するため，数量化

Ⅱ類を用いて分析を行った．目的変数には買物が不便で

ある，不便でないの2分類を用いた．説明変数には多重

共線性を考慮したうえで，年齢，自動車の使い方，店舗

までの距離，歩行可能距離，前章で構成されたクラスタ

ーを用いた．分析結果を図-7に示す． 
アイテムレンジを見ると，「自動車の使い方」が最も

大きくなっており，カテゴリーを見ると自動車を使えな

いという人，送迎を頼んで使用できるという人が不便と

感じている傾向にあることが分かった．次に，店舗まで

の距離のアイテムレンジが大きくなっており，店舗まで

15分以上かかると不便に感じる傾向にあることが分かっ

た．運動機能については，アイテムレンジはそれほど大

きくはないものの，足腰の弱い層が買物を不便に感じて

いる傾向にあることが分かった．また，歩行可能距離が

300m以内であることも，買物を不便と感じている要因

であることが分かった． 
図-7 買物不便状況の要因分析 以上より，基本チェックリストの運動器の機能に関す

る項目について調査することで，買物の不便状況を判断

できる可能性も考えられる．運動器の機能向上に関する

介護予防プログラムにおいて，足腰の状態を改善する内

容を重点的に扱い，足腰の状態を改善していくよう各自

治体が取り組むことも重要であると考えられる． 
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